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At a Glance
済生会熊本病院予防医療センター

 社会福祉法人 恩賜財団 済生会熊本病院は、「医療を通
じて地域社会に貢献する」という理念のもと、1935 年の
設立以来、急性期病院として地域医療の根幹を支えてき
ました。同院の予防医療を提供する同センターは先進的
な設備と施設を有し、日帰り、2日間、がん等の人間ドック
をはじめ、専門的な検査（脳や心臓ドック、女性検診、
PET/CT検診等）を提供するほか、健康維持・増進、生活習
慣病の予防・改善を支援するメディカルフィットネスセン
ターも併設。年間約3万3,000人もの受診者を迎え、地域
の健康管理に貢献しています。

お客様情報
• 社会福祉法人 恩賜財団 済生会熊本病院
　予防医療センター
 http://www.sk-kenshin.jp/

ワークフロー
• 人間ドックにおける検査同意書の電子化

これまでの課題
• 紙の検査同意書を廃止したい
• 各検査ブースを移動する時の受診ボードを
　廃止したい（個人情報保護の観点から）
• 同意書の印刷、保管、廃棄にかかる
　管理負荷やコスト抑制したい
• 電子化の推進により、センター内の
　業務の効率化を図りたい

取り組み
• 液晶サインタブレット「STU-430」と、富士フイルム
　メディカルITソリューションズの診療文書管理
　システム「Yahgee」を活用したソリューションを導入、
　同意書の電子化により受診者が快適に健診を
　受けられるような環境を実現。

導入効果
• 紙の同意書を電子化し、受診者が
　何も持たないで健診を受けられる環境を実現
• 電子化により医師や保健師・看護師など
 職員の業務効率化を推進
• ペーパーレス化により個人情報の
 混在や受付ミス等のリスクを抑制
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「今回、ワコムの液晶サインタブレットを導入したことで、電子化を促進できましたが、
今後も受診者のさらなる満足度向上や、業務効率化につながる提案を期待しています」

「ワコムさんとは文書内の図や検査画像
へ描画で協業して参りましたが、同社の
液晶ペンタブレットは製品への組み込み
開発も容易で、機能面でもお客様から
ご好評を頂いています」

左から
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検査同意書の電子化で受診者の満足度向上とセンター内業務を効率化

１.受診者の負担抑制と、業務効率化を目指し同意書を電子化

済生会熊本病院 予防医療センターでは、受診者の満足度向上やセンター内での業務効率化を目的とした
ICT化を推進しています。今回、健診システムの更新（バージョンアップ）の一環として実施されたのが、同意
書の電子化によるペーパーレス化でした。これまで人間ドックの受診者は名前や検査項目が記載された
用紙を挟んだボードを持参しながら各検査コーナーを移動、さらに内視鏡検査と大腸CT検査を行う際
には二枚複写用紙の「検査同意書」も携え、そこにサインを記入してもらっていました。同センター 事業推
進室 室長代行の大塚浩士氏は、「受診者の皆様が人間ドックを“くつろぎの場“として過ごしてもらえるには
どうしたら良いか常日頃考えている。館内で移動をする際に手にモノを持たないことで受診者のストレスを
抑制できないか、との考えから同意書の電子化やボードレス化に取り組みました。」と説明します。また、
同意書の記入枚数は年間約2万4,000枚に達し、印刷や保管、廃棄等の負荷も課題とされていました。

2.紙と変わらない書き心地の液晶サインタブレットで電子サインを推進

これらの課題を解決するために採用されたのが、全国で約300の中核病院において活用されている、
富士フイルムメディカルITソリューションズの診療文書管理システム「Yahgee」と、ワコムの液晶
サインタブレット「STU-430」を連携させた電子サインの実現です。健診システムとYahgeeによっ
て電子化された同意書を検査ブースのPC画面上に表示し、説明、確認後、STU-430を用いて電子サイ
ンをしてもらうという仕組みです。採用の決め手となったのは、Yahgeeとのスムーズな連携を可能
としていることはもちろん、実際の紙に書く時と変わらないワコム液晶サインタブレットの滑らか
な書き心地にありました。予防医療センター 専門検査室の末富奈奈氏は「健診システム画面に手書
きのサインが反映されるレスポンスも早く、これであれば受診者の方もストレスなく利用できると
実感しました。また、検査スペースは限られており、コンパクトなサイズで場所を取らないことも採
用の理由となりました」と説明します。

3. スムーズな健診の実現に加え、管理負荷の削減、セキュリティリスクの低減も実現

YahgeeとSTU-430を活用した電子サインの仕組みは2020年1月から稼働しており、各ブースで
利用されています。受診者にはバーコード付きのリストバンドを装着してもらい、各検査ブースで
読み込むことで本人認証が行われるとともに、あらかじめ登録されていた内視鏡検査や大腸CT
検査の同意書が画面上に表示。STU-430を用いてサインをすれば画面上に即座に反映され、システム
に登録されます。末富氏は、「高齢者の方でも違和感なく紙と同じようにサインしてもらえており、
これまでの対応状況を知る受診者からも『きれいに書ける、これはすごいね！』と高評価の声を
頂いています。」と語ります。また、サインの準備から記入してもらうまでの時間も受診者一人当たり
30秒ほど削減でき、一日100～150名という受診者を迎えていることから考えれば、大幅な時間の
短縮およびスムーズな健診の実現に繋がっています。さらに、ペーパーレス化を推進したことで、
同意書の印刷、保管や廃棄に伴うコストや管理負荷が抑制されたほか、同意書の取り違え等の発生
リスクが低下したことも効果として挙げられています。

4.予防医療センターの成功事例を踏まえ、病院全体で電子サインを推進

今後の展望について済生会熊本病院 医療情報部 医療情報システム室の東賢剛氏は、「今回の成果
を踏まえ、今後、病院側にもペーパーレス化の提案を推進していきたいと考えています」と話します。
また、ワコムのパートナーとして今回のプロジェクトに参加した、富士フイルムメディカルITソリュー
ションズ 執行役員 第一事業本部本部長の平川毅氏は、「今回の電子サインに関しても、令和2年度の
診療報酬改定で同意書等への電子サインが正式に認められたことで、さらに加速すると考えており、
今後も幅広くワコムさんと共にソリューションを提供したいと考えています」と語ります。
最後に大塚氏は、「ワコムの液晶ペンタブレットはサインだけでなく様々な用途で利用できると考え
ています。今後も富士フイルムメディカルITソリューションズとともに、さらなる業務効率化や受診
者の満足向上を実現する提案を期待しています」と話しました。
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本事例やワコムのソリューションに関しましては、以下まで問い合わせください:

03-5337-6704/// forbusiness@wacom.co.jp

ワコムビジネスソリューションチームは、 数十年にわたって業界をリードしてきたデジタルペンテクノロジーに基づき、 
対面でのやり取りが必要なワークフローのデジタル化をサポートいたします。 正確なデジタルインクを保存および表示する当社のソフトウェアを使用すると、 
ワコムのハードウェアの機能を最大限に利用することができます。 当社のパートナーネットワークを活用すれば、 ワークフローに手書きの電子サインや注釈を
シームレスに統合することが可能です。 これにより、 使い慣れたペンと紙の感覚を残したままで業務のデジタル化とペーパーレス化を実現することができます。
さらに、WILL™3.0 （ Wacom Ink Layer Language ） 規格を使用すると、 あらゆる用途にデジタルインクで対応するための新しいアプリケーションを

強力にサポートすることができます。 これにより、 よりデジタルかつ人間に寄り添った体験を次世代のお客様に提供できるようになります。
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